
会派「うずしお」は議員３名による保守系無所属の考えを同じくする者の集まりです。各人が議員とし

て各々の意見を尊重し市民の皆様、および地域の代弁者として発言、行動を取り、自由に時に一致

団結して議会活動を務める、その様な会派を目指しています。会派に属していない生田進三議員に

も行動を共にして頂いています。９月定例会は９月５日から１０月２日まで開催され補正予算・条例改

正・６年度決算認定が上程され審議が行われました。(みんなのぎかい１１月号参照)                              

木戸隆一郎議長(元百条委員長)刑事告発を放置         

１０月現在、木戸隆一郎議長は元店長に対する刑事告発を議決から丸一年にわたり放置。     

市民請願を市議会が否決                       

洲本市民から「株式会社淡路島第一次産業振興公社の事務処理等に関する調査特別委員会」に関

する第三者委員会の設置に関する請願提出。木元・久保が紹介議員となり理由等陳述。                         

〇総務常任委員会：委員６名中３名で審議(木戸・間森委員は欠席)、賛成１名反対２名で不採択。                                                               

〇本会議：議員１８名中１０名で審議(木戸・柳川・先田・間森・清水・中野・原田議員は退席)、賛成４名

反対６名で不採択。元百条委員は除斥対象のため歪(いびつ)な議会審議を経て多数決で不採択。 

公開請求書類ページ丸ごと黒塗り                            

濱野議員が「不正取得 PC３台の調査報告書」を公開請求した。個人名や銀行口座は理解できるが、

ページ全てが真っ黒な資料が大量。上崎市長はなぜ隠す必要があるのか、何を市民に知られたくな

いのか。市顧問弁護士法人作成「調査報告書(公費で報酬支払)」を全て公開するべきではないか。            

議員報酬の減額を要望                         

10 月７日特別職報酬審議会開催。事前の議員運営委員会(中野ちかこ委員長)で５会派が要望。                              

「志(木戸幹事長)」と「宙(小松幹事長)」は議員報酬増額を要求。                                      

◆会派うずしおは６年度決算について「一部承認しがたい」と反対。東京アンテナショップ事業経

費(約４千万円)は無駄な事業で見直し、「捜査に支障と説明回避」は制度否定だと反対した。                                

◆濱野議員が６年度決算審査に必要な６項目の書類提出を求めた。①プリンター関係書類②売

上金関係書類③備品償却額の明細④賠償金の明細⑤商品券の明細⑥公金支出の明細    

※提出の要求に対し決算特別委員会は賛成少数で書類請求を却下した。                   

◆洲本市立小中学校の未来を考え、今後の学校再編を見据え方向性、現在検討中の案を示す

予定。市内５カ所の中学校で「スクールミーティング」が１１月中に開催。(広報すもと１０月号参照)             

◆ふるさと納税 ふるさと納税制度に係る総務大臣の指定について                  

指定期間 令和７年１０月１日から令和８年９月３０日まで                                                   

返礼品事業者数７５者(取消時１６１者) 返礼品数４４７品(取消時１１９５品)                                            

業種別 製造業(２８)小売業(１８)サービス業(14)農業(14)石材業(１)                                       

※寄付金額を追い求め法令違反や産地偽装など同じ過ちを繰り返さない姿勢が必要。 



「共産党(近藤幹事長)」は(議員報酬増額は)市民の理解が得られない。                                      

「公明党(原田幹事長)」は(議員報酬増額は)時期尚早で現状維持。                                                            

「うずしお(木元幹事長)」は議員報酬減額(隣接 2 市と同等の月額 34 万円)、を要望した。                      

  

☆☆☆携帯・タブレットのカメラで QR コードを読取ると動画が視聴できます☆☆☆

木元寿夫の議会報告  

◆洲本市民の要望要求は次の２点かと思われます                                            

①ふるさと納税 1 日も早い制度復帰⇒【結果】制度復帰を実現                                                         

②洲本市の姿勢                                                                                   

(イ)調査   ⇒【答弁】お節料理の配布先など調査には限界がある                     

(ロ)損害賠償⇒【答弁】監査委員がお節料理の損害金額を調査中                                

(ハ)刑事告訴⇒【答弁】捜査に支障があるため答弁を差し控える・虚偽文書作成は刑事告訴する                                                     

★制度復帰＝洲本市の不正解決ではない                                        

★不正調査も損害賠償も終わっていないことを市民は絶対に忘れてはなりません！ 

◆催事

８月8日 議会報告会　物部連合町内会 JA洲本支店

８月9日 岬町議員との意見交換会 議会会議室

８月12日 臨時議会 議場

８月15日 淡路祖霊社戦没者追悼祭 伊弉諾神宮

８月24日 元農林水産大臣　山田正彦氏　講演会 一宮文化会館

８月28日 南あわじ市・洲本市立　小中学校臨時会 南あわじ市庁舎

8月31日 「うずしお」を世界遺産にする会　講演会 洲本市文化体育館

９月４日 日本維新の会　参議院議員片山大介氏　意見交換会 議会応接室

10月５日 函館市長　大泉氏　講演会 高田屋顕彰館

10月15日 教育民生常任委員会　閉会中審査 五色こども園・断食道場

◆参加

7月26日 洲本市をよくする会 やまて会館

８月20日 通学路点検 鮎原小学校

８月26日 通学路点検 鳥飼小学校

８月30日 淡路青少年の主張大会 五色文化ホール

９月５日 洲本市人権講座 みなと元気館

９月23日 秋の交通安全運動広報 五色郵便局前

10月３日 五色消費者協会役員会 町民センター

10月１２日 社協　ふれ愛まつり やまて会館



 

濱野隆の議会報告 (詐欺請求書実物２通  ＱＲ動画＝濱野反対討論・サンテレビ詐欺報道)                             

◆架空請求書で公金詐取                                          

【事実】平成２９年４月出入り業者の文具店は架空請求書で洲本市から公金を騙し取った                              

【手口】文具名目架空請求書計４通を作成し通常の市取引に紛れ込ませ 115,998 円と 11,106 円

を洲本市から文具店口座へ２度に分けて振り込ませた〈刑法２４６条１項 詐欺罪〉                                       

【根拠】『調査報告書』市顧問弁護士法人中田・島尾法律事務所作成                                    

◆弁償金差額を説明せず                                          

【事実】令和６年度決算書５０頁５１頁に『弁償金 257,813 円 備考欄 損害賠償金』と明記                                

【経緯】決算特別委員会で弁償金差額 81,871 円の内訳を洲本市は「捜査支障あり」と説明せず  

◆３台目不正取得ＰＣ代金も騙し取られていた？                                  

①令和６年１２月洲本市は市内文具店から 175,942 円賠償させた(１台目不正取得ＰＣ代金のみ)  

②令和５年３月洲本市は元課長から 457,116 円弁償させた(２台目不正取得ＰＣと関連商品代金)

③令和６年１２月上崎市長は洲本警察へ業務上横領と詐欺罪で刑事告訴したと報道(サンテレビ) 

報道から『弁償金差額 81,871 円』は３台目不正取得 PC 代金(MacBookPro2021)。「３台目 PC 代

金も騙し取られたのか」と質問。洲本市は「捜査に支障あり」と説明回避。３台目 PC と関連商品合

計額は 525,880 円。『弁償金差額 81,871 円との著しい乖離』について上崎市長は説明せず。

                       

久保哲二の議会報告                                               

◆議員報酬について                                              

洲本市の議員報酬は月額３９万円(議長は５０万５千円)である。淡路市と南あわじ市の議員報酬は

月額３４万 6,500 円(議長は４５万円)で両市は全く同額である。洲本市が５万円ほど高く設定され、

規程よりは減額されたと聞く。私は、議員報酬について議会で一般質問したことがある。理由は、

洲本市議会は、ふるさと納税関連の不正を全く監視出来ていなかったにもかかわらず、隣接市よ

りも議員報酬が高額なことに違和感があったからだ。                                                  

◆議会運営委員会(中野ちかこ委員長)で議員報酬を協議したと聞く。会派「志(木戸幹事長)」と

「宙(小松幹事長)」は議員報酬増額を要求したと聞いた。ふるさと納税に関する不祥事を未だ解

明すら出来ていない市議会が議員報酬増額を要求するとはいかがなものか。                                  

◆洲本市長の報酬は月額９２万円である。淡路市長は月額８６万円(選挙公約により４年間４３万

円)、南あわじ市は月額８５万円。大阪府箕面市では、市長報酬は「市民満足度アンケート調査」

で評価され、その結果に応じて月額報酬を減額▲３０％から増額＋１０％までの範囲で決定する。

市議会も「市民満足度アンケート調査による議員報酬制度」を取り入れてはどうか。一市合併を見

据えて、議員報酬は隣接両市と同一額にするべきではなかろうか。                           

◆もし、市長と市議会議員報酬が市民による評価で決定される場合、市民のみなさんは今の上崎

市長の月額報酬と洲本市議会議員の月額報酬はいくらが適切妥当だと思われますか？ 



  

木元寿夫７6 歳

（会派代表）      

教育民生常任委員  

洲本実業高校卒業

 

久保哲二 69 歳 

（会派副代表）     

産業建設常任委員     

日本獣医畜産大卒業 

 

濱野 隆 62 歳 

(会派会計)      

総務常任委員    

同志社大学院修了

生田進三 62 歳

(無会派）        

産業建設常任委員   

京都産業大卒業

 

生田進三です。市民の方が２つのスクショを送ってくださいました。                                                            

①ML03：ホテルニューアワジ利用券(洲本温泉利用券)                                                        

②ML01：ホテルニューアワジ利用券(洲本温泉利用券)                                                

洲本市ふるさと納税返礼品としては、洲本温泉観光旅館連盟に加入している１１カ所のホテル、

旅館で使用できる共通券として「洲本温泉利用券」が使われたものと理解していましたが、ホテ

ル、旅館ごとの利用券も存在したのでしょうか？12 月定例会で質問します。

  

議員報酬増額の要求について

私、生田進三は、断固反対いたします。

理由は以下の2つです。

① 議員定数が18人から16人に削減され

た際、その理由の一つに、市の厳しい財政

状況が挙げられていました。この度の報酬

増額はその理由と整合性が取れません。

② 昨今の物価高に多くの市民の方々が

苦しんでいる中、議員だけが経済的な利益

を得ようとする行為は許されるべきでは

ないと考えます。

緊急のお知らせ！

炬口地域に”お猿さん”が出没しています。

ご注意ください。（担当課には通報済み）


